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ハーティー･ラダー環境設定マニュアル

はじめに

本書は、ハーティー･ラダーによる文書作成において、文字を選択したり、選択すると

きの細かい動作などについての環境設定を行うためのマニュアルです。

環境設定を行う前に、ハーティー･ラダーをあらかじめインストールしておいてくださ

い。

ハーティー･ラダーの操作説明は 「基本操作編」を参照してください。、

環境設定を行うには

“SetHearty”アイコンをダブルクリックします。

ハーティー･ラダーは、文字を選択するモードが４種類用意してありますので、各々が

使いやすいモードを選択してください。

実際には、各モードをすべてご使用になり、利用者に最も合ったものを選んでいただけ

れば幸いです。

もし、４種類以外での選択方法を希望されるときは、開発者までご連絡ください。今後

の開発の参考にさせていただきます。

★連絡先（Ｅメール）takaki@try-net.or.jp

各モードの詳しい設定方法は、次ページ以下を参照してください。

ハーティー･ラダーを強制終了するには

環境設定を行ってハーティー･ラダーを起動したものの、動作に不具合があってなかな

か終了できないときは ［Alt］＋［F4］キーを押下すれば強制終了することができます。、
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モード切替

(1)モード①：ブリンクモード

文字どおり、画面を左右または上下に半分ずつブリンク（点滅）させながら、目的の文

字等を選択する（絞り込む）方法です。

■点滅間隔

文字パレットの領域を、左右または上

下と交互に点滅する（絞り込む）時間の

間隔を設定できます。

慣れてきたら値を小さく設定してみま

しょう。

■取りやめ点滅回数

文字の絞り込みを間違えたときは、し

ばらく放っておくと数回点滅した後に、

絞り込み領域が逆に広がっていきます。

。その放っておく点滅回数を設定します

■繰り返し回数

文字の絞り込みを終えた後に、その文

字だけがしばらく点滅し、同じ文字の連

続入力が容易になります。

文字絞り込んだ文字の点滅（保持）回

数を設定します。

■線の太さと色

文字の絞り込みを行う際に点滅する枠

の太さと色を設定します。

枠の色は赤と黒が初期値ですが、それ

以外の色を使いたい方は好きな色に、ま

たは視覚障害（色弱等）がある方は見やすい色（照度）に変更できます。

■かなを入力後、かなだけを点滅

かな文字の絞り込みを終えた後に、点滅する領域を一時的に「かなだけ」にすることが

できます。

■確定操作をする

文字の絞り込みを行い、最終的にそれが目的の文字であるときは、確定のボタン操作を

加えるかどうかの設定です。
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、 、チェックボックスをチェックしておくと 文字を入力毎に確認しながら入力できますが

それぞれの文字に対してボタン操作が１回多くなりますので、少しでもボタンの押下回数

を減らしたいときは、チェックを外しておきましょう。

■無効時間及び離してからの無効時間

通常は初期値のままでご使用ください。ボタン操作を長く押下する（しなければならな

い）方、不随運動等があってダブルクリックになりやすい方はここを設定しておくと便利

です。

ボタンを長く押下する方は、 を設定しておけば、その時間内にボタンを離せば無効時間

よいのでリピート入力が防止できます。

ダブルクリックになりやすい方は、 のチェックボックスをチェッ離してからの無効時間

クしておくと、ダブルクリックになりにくくなります。上記で設定した時間内にボタンを

押下しても、その間の押下は無効になります。

必ず「 ＜ × 」の範囲で設定してください。※注意 無効時間 点滅間隔 取りやめ点滅回数

■有効時間

通常は初期値のままでご使用ください。

不随意運動などで意図しないのに一瞬ボタンを押してしまう場合、 を設定して有効時間

おけば、その時間ボタンを押下し続けることで文字が選択できます。ただし、設定時間を

経過してから次項の 内にボタンを離す必要があります。リピート開始時間

■リピート開始時間

通常は初期値のままでご使用ください。ボタンを押下し続けてから、リピート入力が開

始されるまでの時間を設定できます。

■リピート間隔

通常は初期値のままでご使用ください。前項の が経過すると、文字がリピート開始時間

リピート入力（表示）されますが、その文字の現れる間隔を設定できます。
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(2)モード②：非ブリンクモード

「( )モード①：ブリンクモード」とほぼ同じですが、文字パレットの領域を選択する赤1

い枠が左右または上下と交互に自動点滅するのではなく、ボタンを押下する時間の長さに

よって赤い枠と青い枠を切り替えるモードです。自動点滅になかなかタイミングを合わせ

ることが難しい方には便利な方法です。

■選択待ち時間

選択した枠の保持時間を、 秒単位1/10

で設定します。

■青側にする時間

文字パレットの領域を選択する赤い枠

の切り替えタイミングの時間を設定でき

ます。

赤い枠のある方を選択するためには、

ボタンを一瞬だけ素早く押下します。心

の中で「朱ッ」という感じで 。．．．．

反対側の、青い枠の方を選択するため

には、ここで設定した時間以上にボタン

を押下して離します。心の中で「青」と

いう感じで 。．．．．

選択ただし、領域を選択しても前項の

を過ぎると順次元に戻ってしま待ち時間

うので注意が必要です。

■繰り返し待ち時間

文字の絞り込みを終えた後に、その文

字だけがしばらく点灯（保持）し、同じ

文字の連続入力が容易になります。

文字絞り込んだ文字の点灯（保持）時

間を設定します。

■線の太さと色

文字の絞り込みを行う際に点滅する枠の太さと色を設定します。

枠の色は赤と青が初期値ですが、それ以外の色を使いたい方は好きな色に、または視覚

障害（色弱等）がある方は見やすい色に変更できます。

■かなを入力後、かなだけを点滅

かな文字の絞り込みを終えた後に、点滅する領域を一時的に「かなだけ」にすることが

できます。
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■確定操作をする

文字の絞り込みを行い、最終的にそれが目的の文字であるときは、確定のボタン操作を

加えるかどうかの設定です。

、 、チェックボックスをチェックしておくと 文字を入力毎に確認しながら入力できますが

それぞれの文字に対してボタン操作が１回多くなりますので、少しでもボタンの押下回数

を減らしたいときは、チェックを外しておきましょう。

■無効時間及び離してからの無効時間

通常は初期値のままでご使用ください。ボタン操作を長く押下する（しなければならな

い）方、不随運動等があってダブルクリックになりやすい方はここを設定しておくと便利

です。

ボタンを長く押下する方は、 を設定しておけば、その時間内にボタンを離せば無効時間

よいのでリピート入力が防止できます。

ダブルクリックになりやすい方は、 のチェックボックスをチェッ離してからの無効時間

クしておくと、ダブルクリックになりにくくなります。上記で設定した時間内にボタンを

押下しても、その間の押下は無効になります。

必ず「 ＜ × 」の範囲で設定してください。※注意 無効時間 点滅間隔 取りやめ点滅回数

■有効時間

通常は初期値のままでご使用ください。不随意運動等で意図しないのに一瞬ボタンを押

してしまう場合、 を設定しておけば、その時間ボタンを押下し続けることで文字有効時間

が選択できます。ただし、設定時間を経過してから次項の 内にボタンをリピート開始時間

離す必要があります。

■リピート開始時間

通常は初期値のままでご使用ください。ボタンを押下し続けてから、リピート入力が開

始されるまでの時間を設定できます。

■リピート間隔

通常は初期値のままでご使用ください。前項の が経過すると、文字がリピート開始時間

リピート入力（表示）されますが、その文字の現れる間隔を設定できます。
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(3)モード③：スキャンモード with ワントラップ

選択する枠が、左右及び上下に自動的に移動し、目的の文字の付近で速度を一時的に遅

くさせ、動きが遅いうちに目的の文字を絞り込む方法です。上達すると、目的の文字を一

発で絞り込めるようになります。

■１次スキャン速度

スキャンする初速の設定を行います。

■２次スキャン速度

１次スキャン中に、ボタンを押下した

後のスキャン速度の設定を行います。必

ず、１次スキャン速度より数値を大きく

しておきましょう。

■２次スキャン移動数

２次スキャンの速度で移動する、列数

または行数を設定します。設定値を移動

し終えたら、１次スキャン（初速）に戻

ります。

■繰り返し待ち時間

文字の絞り込みを終えた後に、その文

字だけをしばらく点灯（保持）し、同じ

文字の連続入力が容易になります。

文字絞り込んだ文字の点灯（保持）時

間を設定します。

■繰り返し回数

タテ方向にスキャンする回数を設定で

きます。

設定した回数を終えると、ヨコ方向にスキャンが再開されます。

■線の太さと色

文字の絞り込みを行う際に点滅する枠の太さと色を設定します。

枠の色は赤と青が初期値ですが、それ以外の色を使いたい方は好きな色に、または視覚

障害（色弱等）がある方は見やすい色に変更できます。

■かなを入力後、かなだけを再スキャン

かな文字の絞り込みを終えた後に、スキャンする領域を一時的に「かなだけ」にするこ

とができます。



- 7 -

再スキャンするストロークは、前項の繰り返し回数と合致します。

■確定操作をする

文字の絞り込みを行い、最終的にそれが目的の文字であるときは、確定のボタン操作を

加えるかどうかの設定です。

、 、チェックボックスをチェックしておくと 文字を入力毎に確認しながら入力できますが

それぞれの文字に対してボタン操作が１回多くなりますので、少しでもボタンの押下回数

を減らしたいときは、チェックを外しておきましょう。

■カーソルはループ

スキャンするカーソル（タテ枠等）の動作を設定できます。

カーソルは、①往復する動き（左←→右，上←→下）と、②一方向の動き（左→右，上

→下）とがあります。

チェックすると、②一方向の動き（左→右，上→下）になります。

■無効時間 離してからの無効時間及び

通常は初期値のままでご使用ください。ボタン操作を長く押下する（しなければならな

い）方、不随運動等があってダブルクリックになりやすい方はここを設定しておくと便利

です。

ボタンを長く押下する方は、 を設定しておけば、その時間内にボタンを離せば無効時間

よいのでリピート入力が防止できます。

ダブルクリックになりやすい方は、 のチェックボックスをチェッ離してからの無効時間

クしておくと、ダブルクリックになりにくくなります。上記で設定した時間内にボタンを

押下しても、その間の押下は無効になります。

必ず「 ＜ × 」の範囲で設定してください。※注意 無効時間 点滅間隔 取りやめ点滅回数

■有効時間

通常は初期値のままでご使用ください。不随意運動等で意図しないのに一瞬ボタンを押

してしまう場合、 を設定しておけば、その時間ボタンを押下し続けることで文字有効時間

が選択できます。ただし、設定時間を経過してから次項の 内にボタンをリピート開始時間

離す必要があります。

■リピート開始時間

通常は初期値のままでご使用ください。ボタンを押下し続けてから、リピート入力が開

始されるまでの時間を設定できます。

■リピート間隔

通常は初期値のままでご使用ください。前項の が経過すると、文字がリピート開始時間

リピート入力（表示）されますが、その文字の現れる間隔を設定できます。
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(4)モード④：マウス指定モード

文字どおり、マウスにより文字を指定しながら入力できます。

特に説明は必要ないでしょう。マウスポインタで目的の文字を選ぶと、その文字が赤い

枠で指定されますのでクリックするだけです。

■線の太さと色

文字の絞り込みを行う際の枠の太さと

色を設定します。

枠の色は赤と黒が初期値ですが、それ

以外の色を使いたい方は好きな色に、ま

たは視覚障害（色弱等）がある方は見や

すい色に変更できます。

■無効時間 離してからの無効時間及び

。通常は初期値のままでご使用ください

ボタン操作を長く押下する（しなければ

ならない）方、不随運動等があってダブ

ルクリックになりやすい方はここを設定

しておくと便利です。

無効時間ボタンを長く押下する方は、

を設定しておけば、その時間内にボタン

を離せばよいのでリピート入力が防止で

きます。

離ダブルクリックになりやすい方は、

のチェックボックスしてからの無効時間

をチェックしておくと、ダブルクリック

になりにくくなります。上記で設定した

時間内にボタンを押下しても、その間の

押下は無効になります。

※注意 無効時間 点滅間隔 取必ず「 ＜ ×

」の範囲で設定してください。りやめ点滅回数

■有効時間

通常は初期値のままでご使用ください。不随意運動等で意図しないのに一瞬ボタンを押

してしまう場合、 を設定しておけば、その時間ボタンを押下し続けることで文字有効時間

が選択できます。ただし、設定時間を経過してから次項のリピート開始時間内にボタンを

離す必要があります。

■リピート開始時間

通常は初期値のままでご使用ください。ボタンを押下し続けてから、リピート入力が開
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始されるまでの時間を設定できます。

■リピート間隔

通常は初期値のままでご使用ください。前項の が経過すると、文字がリピート開始時間

リピート入力（表示）されますが、その文字の現れる間隔を設定できます。

ダイアルアップ

作成した文章を、Ｅメールにより送信する際の接続先を設定します。

使用しているＯＳにより設定方法が違いますのでお間違えのないようにお願いいたしま

す。

なお、Ｅメールを使わない方はこの設定は必要ありません。

■ダイアルアップ名

あなたが契約しているプロバイダに接

続するための接続先を登録する必要があ

ります。

の場合Windows 95,98

( ) デスクトップ画面から ［マイコン1 、

ピュータ］－［ダイヤルアップネット

ワーク］をダブルクリックします。

( ) ダイヤルアップネットワークフォル2

ダ内にあるホスト名（アイコン名）を

確認してください。

( ) 左図の「ダイアルアップ名」に、ホ3

スト名を全く同じように記入してくだ

さい。アイコン名をコピーすれば間違

えることはありません。

の場合Windows 2000

( ) デスクトップ画面から ［マイコン1 、

ピュータ］－［コントロールパネル］

－［ネットワークとダイヤルアップ接

続］をダブルクリックします。

( ) ネットワークとダイヤルアップ接続2

フォルダ内にあるホスト名（アイコン

名）を確認してください。

( ) 左図の「ダイアルアップ名」に、ホスト名を全く同じように記入してください。アイ3

コン名をコピーすれば間違えることはありません。
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メール

Ｅメールを送受信するためには、必要な情報をここで登録する必要があります。

■差出人の名前

Ｅメール送信時に、差出人名を表示さ

せることができます。

■電子メールアドレス

あなたの電子メールアドレスを登録し

てください。

■送信メールサーバー

プロバイダから指定された、送信メー

ルサーバーを登録してください。

■受信メールサーバー

プロバイダから指定された、受信メー

ルサーバーを登録してください。

■アカウント名

プロバイダから指定された、アカウン

ト名を登録してください。

■パスワード

Ｅメールを送受信する際に用いるパス

ワードを登録してください。

■受信後サーバーのメールを削除

Ｅメールを受信した後、メールサーバ

ーに同一メールを残す必要がなければチ

ェックボックスにチェックをしておいてください。

メールサーバーに残しておきたい場合は、チェックを外しておきます。残ったメールは

次回接続時にまた受信されます。

添付ファイルがあるものは残す■

メールにファイルが添付されているものについて、サーバーに残しておきたい場合は、

チェックを外しておきます。残ったメールは次回接続時にまた受信されます。

新しいアドレス入力フォームを使う■

以降の機能です。アドレス入力専用のフォームが設けられています。Ver 3.00

以前の機能で使用したい場合は、チェックを外しておきます。Ver 2.242

■アドレス指定後すぐに送信

アドレスを入力した後、ポストアイコンを選択すると直ちにメールが送信されます。
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フォント

ここでは、画面上に表示させる文字の大きさや、変換時の選択候補の表示についての設

定を行います。

■文章入力エリア

必要に応じ、見やすいポイントで指定

しましょう。

■メールリストエリア

必要に応じ、見やすいポイントで指定

しましょう。

■メール本文エリア

必要に応じ、見やすいポイントで指定

しましょう。

■選択候補を少なく表示

文章入力時に繰り返される「変換」時

の候補一覧を少なく表示します。

チェックボックスにチェックをしてお

、 。くと 比較的大きな文字で表示されます

チェックを外しておくと、少し小さめ

の文字でたくさんの候補一覧が表示され

ます。
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その他

ここでは、作成した文章の読み上げ設定と、はがきに印刷する際の設定を行います。

■声の種類

。 、お好きな方を選んでください ただし

読み上げ機能を使うにはホームページに

ある と、ＯＫＩの といyomi.exe Smart Talk

うソフト（有償）をインストールしてお

く必要があります。

■フロッピードライブ

フロッピーディスクドライブのドライ

ブ名を設定しておきます。

通常は「Ａ」ですが、ＮＥＣの９８０

０シリーズをお使いの場合は「Ｃ」など

のドライブ名を指定してください。

■はがき番号取得

はがきに印刷する場合、プリンタ名を

指定しておき、各プリンタにおけるはが

き番号をハーティー･ラダーに通知する必

要があります。

この設定は、プリンタによってはがき

の既定値が若干違うことからはがき番号

の取得が必要となります。Ａ４等の定型

。単票だけを用いる場合は必要ありません

取得方法は次のとおりです。

［ ］ 、( ) をクリックすると1 はがき番号取得

プリンタの設定画面に遷移します。

( )［プリンタ］で、通常使うプリンタを指定します。2

( )［用紙］で、ハガキを指定します。3

( )［ＯＫ］をクリックしてください。4

( ) 上図に、プリンタ名とはがき番号が表示されます。5

■機能の制限（無効にしたい機能のチェックをはずす）

( ) 辞書登録機能では、チェックボックスのチェックをはずせば、新語登録のダイアログ1

が開きません。

( ) ファイル機能では、チェックボックスのチェックをはずせば、ファイルを開くなどの2

ダイアログが開きません。

( ) 印刷機能では、チェックボックスのチェックをはずせば、印刷のダイアログが開きま3

せん。
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( ) メール機能では、チェックボックスのチェックをはずせば、メールのダイアログが開4

きません。

( ) ブラウザ機能では、チェックボックスのチェックをはずせば、ブラウザのダイアログ4

が開きません （インターネットに接続できません）。

( ) ラブレターボタンでは、チェックボックスのチェックをはずせば、ラブレター機能は5

使えません（編集中の文章が隠れません 。）

( ) 終了ボタンでは、チェックボックスのチェックをはずせば、ハーティー・ラダーが終6

了できません。終了する場合は、[ ]＋[ ]で終了してください。Alt F4

■終了時にWindowsをシャットダウン

チェックボックスにチェックをしておけば、ハーティー･ラダーを終了すると同時に、

もシャットダウンできる機能です。Windows

ただし、 ／ ／ ではまだ未対応となっています。WindowsNT 2000 XP
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